
平成™›年Ÿ月˜š日 月曜日 第œŸ�™号官 報
平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
６
号

北
九
州
市
小
倉
南
区
G
原
元
町
２
丁
目
１
番
3
2号

Ｂ
1
0
2

再
生
債
務
者
友
成
直
美

１
決
定
年
月
日
時
平
成
2
4年
８
月
３
日
午
後
３
時

２
主
文
再
生
債
務
者
に
つ
い
て
給
与
所
得
者
等
再
生

に
よ
る
再
生
手
続
を
開
始
す
る
。

３
再
生
債
権
の
届
出
期
間
平
成
2
4年
８
月
3
1日
ま
で

４
一
般
異
議
申
述
期
間
平
成
2
4年
９
月
７
日
か
ら
平

成
2
4年
９
月
1
4日
ま
で

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部
第
１
民
事
部

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
認
可

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
０
０
０
１
号

東
京
都
練
馬
区
高
松
２
`
2
1
`
1
7
`
Ó
1
0
5

再
生
債
務
者
清
宮
賢
一

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
７
月
1
7日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
８
月
２
日
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第
2
0部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
８
号

大
阪
府
吹
田
市
上
山
田
６
番
８
`
8
0
7号

再
生
債
務
者
篠
田
拓
也

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
７
月
2
7日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
８
月
２
日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
２
４
号

大
阪
市
都
島
区
都
島
南
通
２
丁
目
１
番
８
`
7
1
0号

再
生
債
務
者
塚
本
重
男

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
７
月
3
0日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
８
月
２
日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
免
責

決
定

企
業
年
金
基
金
清
算
結
了
公
告

当
企
業
年
金
基
金
は
、
平
成
2
4年
８
月
１
日
厚
生
労
働

大
臣
の
承
認
に
よ
り
清
算
を
結
了
し
た
の
で
、
確
定
給
付

企
業
年
金
法
施
行
令
第
6
3条
第
２
項
に
基
づ
き
公
告
し
ま

す
。平
成

2
4
年
８
月

1
3
日

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
四
丁
目
７
番
1
2
7号

Ｇ
Ｅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
企
業
年
金
基
金

清
算
人
氏
名
吉
住
陽
之

企
業
年
金
基
金
清
算
人
退
任
公
告

当
企
業
年
金
基
金
は
、
平
成
2
4年
８
月
１
日
を
も
っ
て

清
算
結
了
の
承
認
を
受
け
た
の
で
、
企
業
年
金
基
金
令
第

5
9条
に
基
づ
き
公
告
し
ま
す
。

平
成

2
4
年
８
月

1
3
日

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
四
丁
目
７
番
1
2
7号

Ｇ
Ｅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
企
業
年
金
基
金

清
算
人
氏
名
吉
住
陽
之

教
育
職
員
免
許
状
失
効
公
告

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
4
7号
）
第

1
0

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
免
許
状
は
失
効
し
た
。

平
成

2
4
年
８
月

1
3
日

静
岡
県
教
育
委
員
会

１
免
許
状
の
種
類
、
授
与
権
者
、
本
籍
地
、
氏
名

\
小
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
、静
岡
県
教
育
委
員
会
、

静
岡
県
（
大
阪
府
）、
八
幡
遼
介

]
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
数
学
）、
静
岡
県
教

育
委
員
会
、
静
岡
県
（
大
阪
府
）、
八
幡
遼
介

^
高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
数
学
）、
静
岡
県

教
育
委
員
会
、
静
岡
県
（
大
阪
府
）
八
幡
遼
介

（
本
籍
地
の
括
弧
書
き
は
免
許
状
に
記
載
の
本
籍
地
）

_
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
理
科
）、
東
京
都
教

育
委
員
会
、
静
岡
県
、
齊
藤
政
男

`
高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
理
科
）、
東
京
都

教
育
委
員
会
、
静
岡
県
、
齊
藤
政
男

２
失
効
の
事
由

教
育
職
員
免
許
法
第
1
0条
第
１
項
第
２
号
該
当

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
三
三
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
三
六
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日

東
京
都
中
野
区
中
野
三
丁
目
三
四
番
二
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
エ
イ
ム
ク
リ
エ
イ
ツ

代
表
取
締
役

北
出
恭
次
郎

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
奈
良
屋
町
四
番
一
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
モ
ン

代
表
取
締
役

北
出
恭
次
郎

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲

は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
三
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承

認
決
議
は
経
ず
、
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
会
社
法

第
三
一
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
る
株
主
全
員
の
同
意
）
は
平
成
二
十
四
年
八
月
三

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
三
四
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
十
三
日

掲
載
頁

四
十
二
頁
（
号
外
第
一
五
三
号
）

平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

吉
永

隆
一

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
六
番
四
号

（
乙
）
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役

鈴
木

伸
良

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
会
社
法
第
三
一
九
条
第
一

項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
全

員
の
同
意
）
は
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
二
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
一
四
四
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
十
一
日

掲
載
頁

一
二
五
頁
（
号
外
第
一
五
一
号
）

平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
三
番
六
号

（
甲
）
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
エ
ン
パ
ワ
ー

代
表
取
締
役

芝
野

喜
一

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
淡
路
町
四
丁
目
二
番
一
五

号

（
乙
）
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

芝
野

喜
一

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
合
併
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
四
年
七
月
三

十
一
日
に
合
併
後
旧
主
務
官
庁
の
認
可
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
平
成
二
十

四
年
十
月
二
十
二
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
十
四
番
十
三
号

（
甲
）
社
団
法
人
山
梨
県
私
学
教
育
振
興
会

理
事
長

渡
邉

弘

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
十
四
番
十
三
号

（
乙
）
財
団
法
人
山
梨
県
私
学
教
職
員
退
職
金

財
団

理
事
長

山
田

紀
彦

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
十
四
番
十
三
号

（
丙
）
社
団
法
人
山
梨
県
私
立
幼
稚
園
協
会

理
事
長

鈴
木

信
行

平
成
２
４
年
（
モ
）
第
９
０
５
０
３
号

大
阪
府
東
大
阪
市
花
園
東
町
１
丁
目
1
0番

1
4号

再
生
債
務
者
本
田
沙
百
合

１
主
文
再
生
債
務
者
を
免
責
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
再
生
債
務
者
が
再
生
計
画
を
遂
行
す

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
民
事
再
生
法

2
3
5条
１
項
各
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
。

平
成
2
4年
８
月
２
日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部
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